
市債借入残高 令和５年度末 令和４年度末

一般会計 323億6,664万円 322億8,319万円

情報通信事業 3,733万円 2,902万円

蒲萄スキー場 9,635万円 7,658万円

上水道事業 48億2,226万円 48億7,891万円

簡易水道事業 14億7,158万円 15億� �789万円

下水道事業 279億7,874万円 294億9,612万円

令
和
５
年
度

決
算
報
告

一般会計

■�

主
に
県
支
出
金
、
市
債
が
増
加
、
地
方
交
付
税
、

国
庫
支
出
金
は
減
少

　

県
支
出
金
が
６
億
９
５
４
３
万
円
増
加
、
市
債
が

４
億
２
８
８
５
万
円
増
加
し
ま
し
た
。
地
方
交
付
税

は
６
億
６
５
３
８
万
円
減
少
、
国
庫
支
出
金
は
４
億

２
７
８
２
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

　

総
額
は
前
年
度
と
比
べ
て
、
２
億
８
８
３
８
万
円

増
加
し
ま
し
た
。

市債 （借入金） 残高
　

一
般
会
計
の
市
債
残
高
の
増
加
の

要
因
と
し
て
令
和
４
年
８
月
３
日
か

ら
の
大
雨
に
よ
る
災
害
の
復
旧
事
業

に
よ
る
借
入
金
の
増
加
な
ど
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
市
債
は
、
主
に
道
路
や

学
校
な
ど
長
期
間
利
用
し
て
い
く
施

設
な
ど
の
建
設
費
用
の
た
め
の
借
入

金
で
す
。

　

市
債
の
発
行
に
よ
り
、
次
世
代
の

人
々
に
も
費
用
を
負
担
し
て
い
た
だ

き
、
世
代
間
の
公
平
性
を
考
慮
し
て

い
ま
す
。

特別会計決算額 歳　入 歳　出

土地取得 1億6,403万円 1億6,403万円

情報通信事業 2億6,737万円 2億5,582万円

蒲萄スキー場 7,254万円 6,996万円

国民健康保険 58億1,594万円 57億4,972万円

後期高齢者医療 8億2,178万円 8億� �594万円

介護保険 86億2,678万円 83億3,824万円

特別会計
　

特
別
会
計
と
は
、
特
定
の
事
業
を

行
う
場
合
に
そ
の
事
業
で
得
ら
れ
る

収
入
を
主
な
財
源
と
し
て
、
事
業
に

係
る
経
費
を
支
出
す
る
た
め
、
一
般

会
計
と
は
別
に
収
支
を
管
理
す
る
会

計
で
す
。

　

特
別
会
計
の
収
支
は
、
全
て
の
会

計
で
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
別
会
計
で
は
、
事
業
の
実
施
に

あ
た
り
必
要
な
財
源
に
不
足
が
生
じ

る
場
合
に
は
、
一
般
会
計
や
基
金
か

ら
資
金
の
繰
り
入
れ
を
し
て
財
源
の

補
填
を
行
っ
て
い
ま
す
。

� （単位：％）

健全化判断比率 令和５年度 令和４年度
（参考）

早期健全
化基準

財政再生
基準

実質赤字比率 － － 12.32 20.00
連結実質赤字比率 － － 17.32 30.00
実質公債比率 12.0 11.7 25.0 35.0
将来負担比率 75.6 78.8 350.0

健全化判断比率
　
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
決
算

に
基
づ
い
た
「
健
全
化
判
断
比
率
」

と
公
営
企
業
部
門
（
上
水
道
事
業
や

下
水
道
事
業
）
の
「
資
金
不
足
比

率
」
を
公
表
し
ま
す
。

　

こ
の
比
率
は
、
財
政
の
健
全
度
を

測
る
も
の
で
、
令
和
5
年
度
は
全
て

の
比
率
で
基
準
を
下
回
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
監
査
委
員
の
監
査
を
受

け
て
市
議
会
に
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

� （単位：％）

資金不足比率 令和５年度 令和４年度
 （参考） 経営健全化基準

上水道事業 － － 20.00
簡易水道事業 － － 20.00
下水道事業 － － 20.00

資金不足比率
　

こ
の
比
率
は
、
上
水
道
事
業
や
下

水
道
事
業
な
ど
の
公
営
企
業
の
経
営

状
態
の
悪
化
の
度
合
い
を
示
す
比
率

で
す
。

　

全
て
の
会
計
で
資
金
不
足
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
の
で
「
－
」
と
表
示

し
て
い
ま
す
。

■�

主
に
災
害
復
旧
費
、
教
育
費
が
増
加
、
衛
生
費
、
土
木
費
は
減
少

　

災
害
復
旧
費
は
令
和
４
年
８
月
３
日
か
ら
の
大
雨
に
よ
る
災
害
か

ら
の
復
旧
事
業
な
ど
に
よ
り
、
８
億
８
３
５
６
万
円
増
加
、
教
育
費

は
中
学
校
施
設
や
体
育
施
設
の
改
修
工
事
な
ど
に
よ
り
、
３
億
７
９

２
１
万
円
増
加
し
ま
し
た
。
衛
生
費
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
事
業
費
の
減
な
ど
に
よ
り
、
６
億
８
２
８
９
万
円
減
少
、

土
木
費
は
除
排
雪
経
費
の
減
な
ど
に
よ
り
、
５
億
１
４
２
万
円
減
少

し
ま
し
た
。

　

総
額
は
前
年
度
と
比
べ
て
、
１
億
６
４
３
１
万
円
の
減
額
と
な
り

ま
し
た
。

　
令
和
５
年
度
の
一
般
会
計
は
、
歳
入
総
額
４
３
２
億
２
０
３
０
万
円
、
歳
出
総
額
３
９
６
億
３
１
０

６
万
円
で
、
差
し
引
く
と
３5
億
８
９
２
４
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
額
か
ら
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
す

べ
き
財
源
（
繰
越
事
業
の
財
源
）
を
差
し
引
い
た
収
支
（
実
質
収
支
）
は
、
３２
億
９
９
４
４
万
円
と
な

り
、「
黒
字
」
と
な
り
ま
し
た
。

【歳入】
地方交付税　国税の一部から市に交付されるお金�
市　　　税　�市民税や固定資産税など市民の皆さんからの税金
国庫支出金　�特定の事業の経費に充てるため、国から交付されるお金
県�支�出�金　�特定の事業の経費に充てるため、県から交付されるお金
市　　　債　国や金融機関から借り入れるお金
譲与税・交付金など
　地方消費税の一部を人口などで案分して国から交付されたお金など
諸　収　入　保育園副食費などどの区分にも属さないお金
分担金および負担金
　保育園入園者負担金・学童保育利用料・各種検診負担金などによるお金
使用料および手数料
　各施設の使用料・証明手数料などのお金

【歳出】
民 生 費　高齢者や障がい者福祉、医療、子育てなど
土 木 費　道路、河川、公園の整備・管理など
公 債 費　市の借金（市債）返済にかかる経費
災 害 復 旧 費　災害からの復旧にかかる経費など
教 育 費　学校教育、公民館、図書館、スポーツ振興など
総 務 費　市役所の運営、まちづくり、防犯、選挙など
農林水産業費　農業用施設、林道、農業振興など
衛 生 費　�健診、予防接種、ごみ収集処理など
消 防 費　消防、救急、防災対策など
そ の 他　議会費・労働費・商工費・諸支出金の支出金

用語の説明

432億2,030万円
歳入

396億3,106万円
歳出

問
財
政
課
財
務
管
理
室
（
☎
75
－
８
９
２
２
）
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